
令和７年度第２回函館中央警察署協議会議事概要

１ 開催日時
令和７年９月24日（水）午後２時00分から午後４時00分まで

２ 開催場所
函館方面函館中央警察署３階大会議室

３ 出席者
⑴ 協議会委員 13名（定員15名）

会 長 楢 原 永都子 副 会 長 高 橋 哲 郎
副 会 長 阿 部 真奈美 委 員 石 橋 美栄子
委 員 小 野 義 則 委 員 本 谷 文 子
委 員 川 又 修 治 委 員 藤 田 竜 司
委 員 向 井 敦 子 委 員 上 野 顕 至
委 員 柴 田 一 委 員 河 村 康
委 員 東 出 瑞 乃

⑵ 警察署 ７名
署 長 佐 藤 伸 治 副 署 長 宮 里 竜 郎

柏 川 宗 隆 交 通 官 生 田 直 也刑事･生活安全官

地 域 官 小 竹 善 郎 上 月 英 司北斗交番所長

警 務 官 千 里 和 司

４ 函館中央警察署協議会会長挨拶
先日、函館工業高校にて開催された防犯教室に参加した際、貴署員の迫真の演技に感

動いたしまして、日々、業務に邁進されていることに感謝申し上げます。
、 、 、さて 本年７月 福島町で新聞配達員の男性がヒグマに襲われ死亡する事故が発生し

大きくニュースで報道されました。
また、全道各地において、市街地周辺における熊の目撃が相次いでおり、改めて、熊

対策の重要性を認識しております。
その他にも、今月１日には、函館市内で24時間に降った雨の量が277ミリを超え９月

としては観測史上最も多くなり、一部住宅では浸水したり、流れ出た土砂が道路や住宅
の敷地を覆うなどの被害がでました。
本日の協議会を通じて、地域住民と警察が共通認識を持ち、より住みやすい街を構築

するためにも、皆様方から忌憚のない意見をいただき、活発な協議会になることを期待
します。

５ 函館中央警察署長挨拶
昨今の相次ぐヒグマの出没に対しては、その出没の都度、速やかに住民の皆様方に注

意喚起しているところですが、昨日も北斗市内の自動車専用道路付近でヒグマの出没が
確認されています。
目安として、自動車専用道路から内側は居住地が広がり、熊の侵入は非常に危険と考

えており、先日も七飯町内において、自動車専用道路の内側で木に登っている熊１頭を
認め、ハンターにより駆除されております。
本件では、七飯町さんの素早い立ち上がりがあり、我々も関係機関と連携して、短時

間で捕殺に当たり、住民の皆様方の不安を最小限に抑えることができたと考えておりま
す。
引き続き、緊張感を持って、対応してまいります。
協議会は今年度２回目となりますが、前回同様、委員の皆様には、平素からの疑問や

一歩踏み込んだ警察活動への意見要望をいただきたいと思います。
警察から見えていない課題もあるかと思われますから、皆様方の目線で警察はこうあ

るべきというご意見を頂けると幸甚です。
本日は、管内の治安概況をご説明させていただいたうえで、特殊詐欺と改正道路交通

法をテーマとして説明させていただきます。
平素から皆様には申し上げていることですが、警察だけで管内の治安を維持すること

は極めて困難な時代を迎えております。
地域の皆様のご理解とご協力を得ながら前進してまいりたいと考えておりますので、



皆様方の知恵を拝借し、地域の安全安心のために業務を推進したいと考えております。
忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。

６ 議事
⑴ 懲戒処分状況
⑵ 管内の治安概況の説明
⑶ 函館中央警察署のできごと
⑷ 議題
ア 特殊詐欺、ＳＮＳ型投資詐欺、ロマンス詐欺の発生状況と検挙状況
イ 改正道路交通法の適用を視野に入れた自転車の安全走行と自転車盗難の防止

７ 第一回協議会での意見・要望に対する取組結果
、 。意見 万引き防止策として 川柳など市民が気軽に取り組める広報を展開してはどうか

取組 管内中学生を対象に防犯標語コンクールを実施しており、優秀作品を考案した学
生には、表彰並びに副賞の贈呈を予定しております。
また、報道機関に情報提供し、メディアを通じた広報にも期待したいと考えてお

ります。
意見 チョッキを着用した地域ボランティアによる店内の巡回や万引き防止を呼び掛け

る店内放送を実施するのはいかがか。
取組 すでに一部店舗において実施中でありますが、これから賛同していただける店舗

の拡大と管内のスーパー・ドラッグストア・家電量販店・書店・リサイクルストア
など計75店舗に対して署長名の書簡を発出し協力を呼び掛けております。
書簡において、店舗関係者が声掛けをためらわない対策を盛り込んだ内容を発信

しているほか、店内のテレビやデジタルサイネージによるショート動画の放映で協
力を呼び掛けております。

意見 万引き犯人の背景的な事情の根本的解決に対処していく必要があるのではないか
取組 現時点で解決実績はありませんが、試行的に犯行動機が貧困ではなく精神障害ま

たはその疑いである場合、保健所に通報し連携した治療等の根本解決を図っていく
独自の取組みを行うこととしております。

８ 委員からの要望・意見と警察の説明
委員 特殊詐欺の説明内でＹｏｕＴｕｂｅの広報動画が紹介されていたが、ショート動

画を数パターン作成し広報するのはいかがか。
ショート動画には、本人が意図していなくても情報が入ってくる効果があるよう

なので抑止対策に適していると思われる。
函館市の取組として、令和５年から市内の店舗で防犯機能付き電話機を購入した
65歳以上の高齢者を対象に購入費用の２分の１を助成する制度があり、毎年度300
件以上の実績がある。
同制度は、予算しだいではありますが、５年間限定なのでぜひ活用していただく

よう広報してもらいたい。
自転車盗難の説明内で犯人が少年であったことから、学生に対して、窃盗罪の重

大性についてしっかり教育していただきたい。
函館市に高校生による自転車の危険運転について連絡がきているため、安全利用

について啓発を周知徹底していただきたい。
委員 特殊詐欺について、検挙率が低い割に被害額が大きいことから、検挙後は速やか

に報道発表し、実際の詐欺事例について周知することが重要と考える。
令和８年４月から自転車の違反についても反則切符が切られるということだが、
113種類の違反行為について周知しなければ自転車の危険運転防止に繋がらないと
考える。

委員 日常生活のなかで、特殊詐欺やロマンス詐欺など文言を目にする機会は増えてい
るが、被害者本人が被害に気づかない実態があるため、犯人と被害者のやりとり等
の文面を可能な限り開示することで被害防止に向けた具体的なイメージがつくと考
える。
無施錠駐輪中の自転車盗難被害がおよそ７割との説明を受け、継続して施錠促進

活動を続ける必要があると考える。
また、ＧＰＳやエアタグなど自分の手元から自転車が離れたことを知らせる商品

を活用できれば抑止効果に繋がると考える。
警察 学生に対する窃盗罪の教育については、警察単体でというよりは、関係する機関

と連携して取り組む必要があると考えており、行政の方々と最適解を求めて協議連



携してまいりたいと考えます。
次に、自転車の反則行為の周知についてはより良い方策を検討してまいります。
詐欺被害を防ぐための方策としては、より皆様の目に触れる広報を中心に展開

し、例えば、バスの中吊りポスター広報などを実践してまいりますが、それぞれの
広報の効果というものを検証し、さらに知恵を絞っていきたいと考えております。
自転車盗の防止対策に関しては、被害額が７万円を超えるものもあり、防犯活動

と検挙をしっかり推し進めてまいります。
また、ご意見あった、エアタグの装着は有効と考えますが、費用対効果を含めて

今後検討していく必要があると考えます。

９ 次回の開催予定及び議事について
⑴ 次回開催予定

令和７年12月上旬を予定
⑵ 次回議事
ア 人身安全関連事案の対策
イ 翌年を見据えた災害対策


